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検討体制 （平成１８年度及び平成１９年度）

相互接続WG
リーダ：中野 尚（KDDI)

（相互接続試験の企画、推進、関係機関の調整）技術部会
部会長：後藤滋樹（早稲田大学教授）

（技術基準・相互接続試験等の推進）

品質・機能SWG
主査：千村保文（沖電気）

安全性・信頼性SWG
主査：田中一寿（日立）

相互接続・運用性SWG
主査：小林中（NEC）

次世代IPネットワークSWG
主査：加藤正文（富士通）

技術基準検討ＷＧ
リーダ：粟野 友文（NTT）

（技術基準の検討・実証）

平成１８年度

平成１９年度

相互接続WG
リーダ：中野 尚（KDDI)

（相互接続試験の企画、推進、関係機関の調整）技術部会
部会長：後藤滋樹（早稲田大学教授）

（技術基準・相互接続試験等の推進）

IP電話SWG
主査：千村保文（沖電気）

コンテンツ配信SWG
主査：小林中（NEC）

固定・移動シームレスSWG
主査：加藤正文（富士通）

端末・網SWG
主査：入部真一（日立）

技術基準検討ＷＧ
リーダ：粟野 友文（NTT）

（技術基準の検討・実証）
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技術基準検討ＷＧ
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会合開催状況

１７年１７年

▲第１回 ▲第２回 ▲第３回 ▲第４回

品質・機能ＳＷＧ ９回開催
安全性・信頼性ＳＷＧ １２回開催
相互接続・運用性ＳＷＧ １１回開催
次世代ＩＰネットワークＳＷＧ １３回開催

品質・機能ＳＷＧ ９回開催
安全性・信頼性ＳＷＧ １２回開催
相互接続・運用性ＳＷＧ １１回開催
次世代ＩＰネットワークＳＷＧ １３回開催

平成１８年度
ＷＧ報告書

平成１８年度
ＷＧ報告書

１８年１８年

１０１０ １１１１ １２１２ １１ ２２ ３３ ４４ ５５ ６６ ７７ ８８ ９９ １０１０ １１１１ １２１２

２０年２０年１９年１９年

１１ ２２ ３３１１ ２２ ３３ ４４ ５５ ６６ ７７ ８８ ９９ １０１０ １１１１ １２１２

▲第５回 ▲第６回 ▲第７回

ＩＰ電話ＳＷＧ １４回開催
コンテンツ配信ＳＷＧ １１回開催
固定・移動シームレスＳＷＧ １５回開催
端末・網ＳＷＧ １０回開催

ＩＰ電話ＳＷＧ １４回開催
コンテンツ配信ＳＷＧ １１回開催
固定・移動シームレスＳＷＧ １５回開催
端末・網ＳＷＧ １０回開催

平成１９年度
ＷＧ報告書

平成１９年度
ＷＧ報告書
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平成１８年度 検討内容の概要

 平成１８年度は０ＡＢ～Ｊ番号を用いるＩＰ電話の技術的条件を中心に検討
 次世代ＩＰﾈｯﾄﾜｰｸにおいても、“電話”は最も基本的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ手段であり、０ＡＢ～Ｊ番号を
用いる電話は、社会基盤として生活に最も浸透しており、今後は、ｱﾅﾛｸﾞ電話からＩＰ電話に移
行が進むことから、まずは０ＡＢ～Ｊ_ＩＰ電話を検討。

 新たなｻｰﾋﾞｽについても、今後の検討に向けた課題の方向性について検討

 共通ﾈｯﾄﾜｰｸﾓﾃﾞﾙの作成
 品質・機能、安全性・信頼性、相互接続・運用性の観点で総合的に検討するにあたり、共通ﾈｯﾄ
ﾜｰｸﾓﾃﾞﾙを作成。

 品質に関する新たな技術的条件の提案
 ﾈｯﾄﾜｰｸの責任分担を明確化し、相互接続を円滑に進めるための品質の条件。
①１通信事業者が満たすべきUNI～UNI間のﾈｯﾄﾜｰｸ品質

②相互接続された場合の１通信事業者が満たすべきUNI～NNI間のﾈｯﾄﾜｰｸ品質

制御プレーン

S－ＮＮＩ

T－ＮＮＩ

転送プレーンＵＮＩ

ＵＮＩ

ＵＮＩ ’ＵＮＩ’

ＮＮＩ’ＮＮＩ’

PSTN網、携帯電話網等

ネットワーク C

ＵＮＩ

ＵＮＩ

トランスポート
（アクセス）

サービス制御
（ＳＩＰサーバ等）

トランスポート
（コア）

ネットワークＡ ネットワーク Ｂ

サービス制御
（ＳＩＰサーバ等）

トランスポート
（コア）

トランスポート
（アクセス）

共通ネットワークモデル

UNI UNI

VoIP -T A ルータ VoIP -TAルータ

現行の品質基準＊１

メディア
変換装置

A事業者IP-NW

アナログ
電話端末

ルータ ルータ

標準的な端末形態

PSTN網

PSTN網

IP電話
端末

アナログ
電話端末

IP電話
端末

アナ ログ
電話 端末

ＩＰネットワーク

B事業者IP-NW
A事業者/B事業者は、いずれも
0AB̃J番号のIP電話サービスを
提供する通信事業者。

POI(IPﾚｲﾔ相互接続)

標準的な端末形態

(標準的な端末形態のCODECに関する注釈）
ＩＰ電話端末／Ｖｏ ＩＰ－ＴＡ／ﾒﾃﾞｨｱ変換装置
に実装されるＣＯＤＥＣが「Ｇ．７１１μlaw（パ
ケット化周期２０ｍｓ）」であると想定

（条件２） UNI-NNI間のIPﾚｲﾔのﾍﾞｱﾗ品質＊３

（条件１） UNI-UNI間のIPﾚｲﾔのﾍﾞｱﾗ品質＊２

品質に関する新たな技術的条件
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平成１８年度 検討内容の概要

 機能に関する新たな技術的条件の提案
 ﾈｯﾄﾜｰｸと端末が機能を分担・連携してｻｰﾋﾞｽ提供するために必要な端末の機能

①利用者からの無効呼抑止のために必要な機能

②一斉発呼（登録）の防止機能

③網と端末との遠隔切り分け機能

④ｻｰﾋﾞｽ品質測定機能

 安全性・信頼性に関する新たな技術的条件の提案
 発信者番号の正当性を確保するために必要な条件

①発信者番号偽装防止対策
 ﾈｯﾄﾜｰｸと端末が機能を分担・連携してｻｰﾋﾞｽ提供するために必要な端末の機能

②自動再発信を行う端末の発信回数制限

③端末のｿﾌﾄｳｪｱ／ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新機能

 相互接続・運用性に関する標準化の提案
 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ条件として標準化が望ましい項目
・ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄﾚｲﾔﾌﾟﾛﾄｺﾙ ・接続先事業者の識別方法 ・IPﾚｲﾔﾌﾟﾛﾄｺﾙ

・符号則・ﾍﾞｱﾗ規定 ・SIP信号情報要素の拡張について

・ｵﾌﾟｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ範囲 ・ﾈｯﾄﾜｰｸ端末間のｲﾝﾀﾌｪｰｽ規定
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平成１８年度 検討内容の概要

 新たなサービスにおける課題の方向性の検討
 以下のｻｰﾋﾞｽについて今後の検討に向けた課題の方向性を検討

・FMC（汎用ﾓﾋﾞﾘﾃｨ）ｻｰﾋﾞｽ ・ｺﾝﾃﾝﾂ配信ｻｰﾋﾞｽ ・電子メール
・新たな重要通信・緊急通信の可能性について ・端末網との接続条件について

 上述の新たな技術的条件や標準化の提案以外のもの
 上述以外にも、現状の技術的条件、標準、ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの踏襲や、今後の社会的な動向により
必要に応じて検討という、提言も行っている。

 報告書として取りまとめ公開
 「平成１８年 技術基準検討ＷＧ報告書」として平成１８年１０月に取りまとめ、
次世代ＩＰネットワーク推進フォーラム ホームページで公開中。

 検討結果は総務省、業界団体の検討に反映
 総務省情報通信審議会ＩＰネットワーク設備委員会答申（平成１９年１月）
 事業用電気通信設備規則等の関連省令等の整備（平成１９年１１月）
 ＴＴＣ標準、ＣＩＡＪガイドライン
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平成１９年度 検討内容の概要

 平成１９年度は各SWG毎に以下の内容について検討

① ＩＰ電話ＳＷＧ ：０５０_IP電話を中心に検討
② コンテンツ配信ＳＷＧ ：映像や音楽、音声、データなどのコンテンツを配信する

サービスについて検討

③ 固定・移動シームレスＳＷＧ ：固定網と移動網がシームレスに接続され提供される

いわゆるＦＭＣサービスについて検討

④ 端末・網ＳＷＧ ：次世代ネットワークの進展と端末の多様化に伴う、端末と網

の関係を技術基準の視点で検討
 ＩＰ電話ＳＷＧについては新たな技術的条件を提言、その他のＳＷＧは今後の検討に向けた論点、着
目点、検討の進め方などを提言

 「コンテンツ配信ＳＷＧ」「固定・移動シームレスＳＷＧ」「端末・網ＳＷＧ」の検討対象は、現在標準化
が行われている最中であること、サービスの提供が行われていないこと、サービスの立ち上がり期で
あること、等、から技術的条件の提言はなく、今後の検討に向けた着目点や論点、検討の進め方の
提言としてまとめた。

 報告書として取りまとめ公開

 「平成１９年度 技術基準検討ＷＧ報告書」として平成１９年１２月に取りまとめ、
次世代ＩＰネットワーク推進フォーラム ホームページで公開中。

 検討結果は総務省の検討に反映

 総務省情報通信審議会 ＩＰネットワーク設備委員会報告書（案）（平成２０年１月）
 報告書のパブリックコメントが完了し今後答申予定
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技術基準検討ＷＧの今後の検討について

技術基準検討ＷＧでは、次世代ＩＰネットワークの発展に向け、技術基準の検討・提
言を行っている。
平成１８年度は、次世代ＩＰネットワークでも引き続き社会的基盤になると予想される、
０ＡＢ～Ｊ_ＩＰ電話について検討を行い、平成１９年度は、０５０_ＩＰ電話、さらには、次世
代ＩＰネットワーク上で今後提供が期待されているサービスについて検討を行い提言を
行ってきた。
技術基準は、“安心・安全で良質なサービスを利用者へ提供するため”に、利用者や
提供者双方にとって重要である。
また、一方では、技術革新やサービスの創意・工夫・発展による“利用者の利益の享
受を確保するための自由度を確保”しておくことも重要である。
次世代ＩＰネットワークは、まさにその途についたところであり、今後の発展に向けて、
この“安心・安全で良質なサービスの利用者への提供”と“利用者の利益の享受を確保
するための自由度の確保”のバランスの取れた技術基準の検討を行っていく。
よって、今後も、サービスの提供状況や標準化の進展状況、さらには社会的な要請
などを鑑みながら、総務省情報通信審議会 ＩＰネットワーク設備委員会との密な連携

を図り検討を行っていく。
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相互接続ＷＧ
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１．相互接続WG活動報告

◇２００６年度ＷＧ開催（２００６年５月９日）

別紙のフローに従って活動することを了承。

◇２００６年度ＷＧ開催（２００６年５月９日）

別紙のフローに従って活動することを了承。

◇２００６年度技術部会報告（２００７年３月２０日）

ＷＧでの整理事項を報告。

⇒多様化すると予想される相互接続の状況を踏まえ、相互接続試験が必要となる対象

等について関係各方面からの意見を求めつつ、適宜対応して行く旨報告

◇２００６年度技術部会報告（２００７年３月２０日）

ＷＧでの整理事項を報告。

⇒多様化すると予想される相互接続の状況を踏まえ、相互接続試験が必要となる対象

等について関係各方面からの意見を求めつつ、適宜対応して行く旨報告

◆２００７年度ＷＧ活動

関係団体及び技術基準検討ＷＧ等からの相互接続試験要望をトリガーにして相互接続
WGの活動を実施する予定であったが、結果として、相互接続試験要望等を頂かなかった
ため、WGとしての活動は発生しなかった。

◆２００７年度ＷＧ活動

関係団体及び技術基準検討ＷＧ等からの相互接続試験要望をトリガーにして相互接続
WGの活動を実施する予定であったが、結果として、相互接続試験要望等を頂かなかった
ため、WGとしての活動は発生しなかった。

①２００６年度（昨年度）におけるWG活動と活動方針設定（参考）

②２００７年度（本年度）におけるWG活動状況報告
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（別紙）相互接続ＷＧの試験等実施フロー
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当初の活動方針に従い、関係各方面及び技術基準検討ＷＧとも連携しながら、適宜相互
接続試験ニーズに対応して行く事としたい。

なお、通信における以下のような環境変化によって、相互接続の検討対象項目は増加傾向
にあると考えられ、相互接続WGとして、各種ニーズに柔軟に対応していく事としたい。

当初の活動方針に従い、関係各方面及び技術基準検討ＷＧとも連携しながら、適宜相互
接続試験ニーズに対応して行く事としたい。

なお、通信における以下のような環境変化によって、相互接続の検討対象項目は増加傾向
にあると考えられ、相互接続WGとして、各種ニーズに柔軟に対応していく事としたい。

２．２００８年度の相互接続WG活動方針

NGN進展 ｻｰﾋﾞｽ専用ﾈｯﾄﾜｰｸから共用ﾈｯﾄﾜｰｸへ

端末の多様化、高機能化端末の多様化、高機能化

ＮＷ間、レイヤー間接続の多様化ＮＷ間、レイヤー間接続の多様化

NGNの本格商用化NGNの本格商用化

既存NWとの接続既存NWとの接続

ﾈｯﾄﾜｰｸIP化の進展

IP電話の拡大IP電話の拡大

その他サービスのover IP化その他サービスのover IP化

FMC、映像コンテンツ

シームレスなサービス提供シームレスなサービス提供

異種NW間の接続異種NW間の接続

新規相互接続機会の増大新規相互接続機会の増大


